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〈第２期〉
第１回配本
（第61～65巻）

新
た
な
江
戸
時
代
の
魅
力
を
発
見
す
る
一
大
叢
書

〈
第
２
期（
61
～
100
巻
）〉刊
行
開
始

生活が見えてくる

人の息遣いが
伝わってくる

〈
図
版
・
右
上
よ
り
〉

菊
花
壇
養
種（
61
巻
）

竃
の
賑
ひ（
64
巻
）

気
海
観
瀾（
62
巻
）

万
宝
玉
手
箱（
64
巻
）

さ
ら
に
時
代
の
奥
へ

さ
ら
に
深
く

江戸庶民の
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江戸時代庶民文庫〈第２期〉

	 　巻【ジャンル】（収録資料点数）	 頁	 ISBN	 本体価格（税別）	

	 61 巻【園芸・飼育】（4点）	 320 頁	 978-4-86688-061-7	 14,500円
	 62 巻【科学（化学・物理・理学）】（4点）	 450 頁	 978-4-86688-062-4	 19,500円
	 63 巻【食養生】（2点）	 380 頁	 978-4-86688-063-1	 16,200円
	 64 巻【料理・近代家政】（4点）	 350 頁	 978-4-86688-064-8	 14,500円
	 65 巻【絵画（入門書）】（1点）	 310 頁	 978-4-86688-065-5	 13,300円

	 全５巻揃（61～ 65 巻）	 総約 1810 頁	 978-4-86688-101-0	 78,000円

〈第２期〉第１回配本
全５巻（第61～65巻）＊ 2018 年 6月刊 江

戸
時
代
の
生
活
分
野
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
研
究
に
有
益
こ
の
上
な
し
！

教
育
・
民
衆
・
女
性
・
生
活
・
社
会
・
風
俗
・
芸
能
・
医
学
・
経
済
・
宗
教
・
絵
画
・
出
版
…
の
歴
史
、
美
術
・
イ
ラ
ス
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の
素
材
…

〈第１期〉好評発売中！
全 60巻・別巻 1　全８回配本（2012 ～ 2016）

＊詳細案内進呈
（ご請求下記へ。ホームページでもご覧になれます）

「江戸庶民」の生活を知る
江戸時代庶民文庫 別巻「解題・索引」

全 60巻を
縦横無尽に
駆け巡る！

A5 判・上製・660 頁　978-4-908926-02-0　28,000 円（税別）

【第２期収録予定のジャンルより】（予定）
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◆稀覯・新発見資料を多載
◇挿画・図版が豊富な史料を多載
◆鮮明印刷の版本「影印版」

江戸時代の庶民生活の諸相を貴重な版本（影印）で見せる一大叢書
収録分野・領域（ジャンル）がさらに多彩な広がりを見せる〈第２期〉

・
お
取
扱
い
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『
江
戸
時
代
庶
民
文
庫
』
第
２
期　

刊
行
に
あ
た
っ
て

　

今
日
「
江
戸
時
代
」
へ
の
関
心
、
注
視
の
度
合
い
は
高
ま
る
ば
か
り
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
庶
民
教

育
の
普
及
に
よ
る
識
字
率
の
向
上
、
ま
た
、
印
刷
技
術
の
進
歩
や
出
版
活
動
の
隆
盛
に
伴
う
書
籍
の
流
通
、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
可
能
に
し
た
全
国
的
な
交
通
網
の
整
備
、
流
通
の
拡
大
、
社
会
経
済
の
発
展
な
ど
に
よ

り
、
庶
民
階
級
が
台
頭
し
、
そ
れ
ま
で
の
公
家
・
僧
侶
・
武
家
文
化
と
異
な
る
独
自
の
文
化
が
展
開
し
ま

し
た
。
庶
民
の
「
俗
」
文
化
が
上
流
社
会
の
「
雅
」
文
化
を
取
り
こ
み
な
が
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
発
展
し

て
い
っ
た
江
戸
時
代
に
、
現
代
に
続
く
日
本
の
伝
統
文
化
の
大
半
が
形
成
さ
れ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　
『
江
戸
時
代
庶
民
文
庫
』
は
、
当
代
庶
民
の
生
き
る
知
恵
と
技
術
、
生
活
の
実
相
を
知
る
基
本
的
か
つ

貴
重
な
史
料
を
影
印
集
録
す
る
叢
書
と
し
て
全
60
巻
・
別
巻
一
が
刊
行
さ
れ
（
２
０
１
２
～
１
６
）
幸
い
に
も

江
湖
に
好
評
裡
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
見
る
べ
き
残
す
べ
き
価
値
が
あ
り
「
発
見
」
が
待
た
れ

て
い
る
分
野
や
資
料
は
汲
み
尽
せ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
第
二
期（
第
61
～
100
巻
）を
継
続
発
刊
し
、

本
文
庫
が
江
戸
時
代
史
料
の
一
層
充
実
し
た
宝
庫
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

	

平
成
三
〇
年
六
月	

大
空
社
出
版

江
戸
時
代
の
魅
力　

さ
ら
に
広
が
る

＊	第２期収録資料約 180 点、総 16,000 ページ以上（予定）

＊	全 8回配本（年 2回・各 5巻収録、完結 2021 年 11 月予定）

解題 小泉吉永（こいずみ
よしなが）

〈往来物研究家〉

［体裁］A5判・上製・クロス装

＊各巻
分売可

＊各巻
分売可

特色

心に分け入る…



■
第
61
巻
【
園
芸
・
飼
育
】（
収
録
4
点
）

菊
花
壇
養
種
（
き
く
か
だ
ん
や

し
な
い
ぐ
さ

）
菅
井
菊
叟
作
。
池
田
英
泉
（
渓
斎
英
泉
・
池
田
義
信
・
善
次
郎
・
一
筆
庵
可
候
・
楓
川
市
隠
）
画
・
序
。

弘
化
3
年
（1846

）
春
、
一
筆
庵
序
。
弘
化
3
年
春
、
玉
英
舎
主
人
跋
・
刊
。［
江
戸
］
和
泉
屋
市
兵
衛
（
甘
泉
堂
）
板
。
／
菊
花
の
栽

培
法
を
豊
富
な
図
解
と
と
も
に
記
し
た
園
芸
書
。
珍
花
・
奇
妙
と
言
わ
れ
る
菊
花
は
「
栽
培
の
手
入
の
巧
」
が
決
め
手
（
序
）、
そ
の
秘

訣
と
し
て
培
養
、
如
露
、
風
雨
の
手
当
、
虫
除
等
を
記
す
。

金
魚
養
玩
草
（
き
ん
ぎ
ょ
そ

だ
て
ぐ
さ

）
安
達
喜
之
作
・
序
。
奚
疑
斎
増
補
。
寛
延
元
年
（1

7
4
8

）
9
月
自
序
江
戸
後
期
再
刊
。
［
大
阪
］
河
内
屋
木

兵
衛
板
。
／
出
版
さ
れ
た
金
魚
飼
育
書
の
嚆
矢
。
日
本
に
お
け
る
金
魚
の
故
事
か
ら
執
筆
の
経
緯
に
触
れ
た
「
金
魚
の
も
の
が
た
り
」
等
。

厩
馬
新
論
（
き
ゅ
う
ば

し
ん
ろ
ん

）
竜
山
堂
主
人
作
・
跋
。
藤
原
隣
春
（
福
島
隣
春
・
雨
廼
屋
・
花
所
）
画
。
卑
牧
子
補
注
。
文
化
三
年
（1806

）

6
月
自
跋
。
嘉
永
六
年
（1853
）
8
月
、無
辺
散
人
（
黙
翁
）
序
。
嘉
永
7
年
初
刊
（
択
善
居
板
）。
安
政
元
年
（1854

）
12
月
再
刊
。［
江

戸
］
和
泉
屋
金
右
衛
門
板
。
／
荻
生
徂
徠
の
『
鈐
録
』
を
参
照
し
、
多
く
林
子
平
作
『
海
国
兵
談
』
を
援
用
し
な
が
ら
、
己
の
体
験
・

見
聞
や
故
事
に
基
づ
く
自
説
も
交
え
、
特
に
、
馬
術
に
志
あ
る
「
小
禄
窮
士
」
の
者
が
馬
を
飼
う
秘
訣
を
述
べ
た
書
。

〈
諸
鳥
餌
養
〉
百
千
鳥
（
し
ょ
ち
ょ
う
じ
よ

う-

も
も
ち
ど
り

）
泉
花
堂
三
蝶
作
・
序
。
寛
政
11
年
（1

7
9
9

）
10
月
自
序
・
刊
。
刊
行
者
不
明
。
／
飼
い
鳥
の
餌

の
製
法
や
餌
の
与
え
方
、
飼
い
鳥
の
養
生
や
治
療
な
ど
飼
育
全
般
を
述
べ
た
書
。
た
と
え
ば
餌
の
製
法
に
つ
い
て
、
米
の
粉
拵
え
様
、

摺
餌
青
味
、
水
を
飼
う
と
飼
わ
ざ
る
、
爪
切
り
様
、
篭
仕
立
て
、
羽
変
わ
り
の
事
な
ど
27
項
目
。

■
第
62
巻
【
科
学（
化
学
・
物
理
・
理
学
）】（
収
録
4
点
）

舎
密
局
必
携
（
前
篇
）（
せ
い
み
き
ょ

く
ひ
っ
け
い

）
上
野
彦
馬
（
季
渓
）
抄
訳
。
堀
江
公
粛
（
鍬
次
郎
・
忠
雍
・
松
潭
）
校
・
序
。 

文
久
2
年
（1

8
6
2

）

1
月
刊
記
。
文
久
2
年
9
月
、
堀
江
雍
（
公
粛
）
序
・
刊
。
文
溯
堂
蔵
板
。
［
津
］
伊
勢
屋
治
兵
衛
ほ
か
売
出
。
／
化
学
実
験
を
効
率
的

に
行
う
た
め
に
、
西
洋
の
諸
文
献
に
基
づ
き
主
要
元
素
の
「
稟
性
・
親
和
力
・
異
重
力
・
効
用
、
其
他
各
材
ノ
成
分
・
配
合
・
分
量
等
」

を
抄
訳
し
て
図
解
を
施
し
た
化
学
入
門
書
。
「
舎
密
」
は
蘭
語c

h
e
m
i
e

の
訳
語
（
化
学
の
意
）
。
当
時
最
先
端
の
科
学
史
の
一
資
料
。

硝
石
製
造
辨
・
作
焔
硝
製
造
方
（
し
ょ
う
せ
き
せ
い
ぞ
う
べ
ん
・
さ

く
え
ん
し
ょ
う
せ
い
ぞ
う
ほ
う

）
佐
藤
信
淵
（
椿
園
・
元
海
・
百
祐
）
作
。
嘉
永
7
年
（1

8
5
4

）
2
月
、

奎
文
老
人
序
。
嘉
永
7
年
7
月
刊
。
［
江
戸
］
和
泉
屋
半
兵
衛
板
。
／
火
薬
の
原
料
・
硝
石
製
造
法
の
技
術
書
。
住
居
の
床
下
か
ら
掘
り

起
こ
し
た
土
か
ら
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
を
析
出
し
て
硝
石
を
製
造
す
る
「
古
土
法
」
と
、
藁
・
草
・
木
の
葉
に
石
灰
や
糞
尿
を
か
き
混
ぜ
た

土
を
硝
石
小
屋
に
積
み
上
げ
、
定
期
的
に
糞
尿
を
か
け
て
四
、
五
年
経
過
し
た
後
に
硝
酸
カ
リ
ウ
ム
を
抽
出
す
る
「
硝
石
丘
法
」
の
二
つ

を
多
く
の
図
解
を
交
え
て
解
説
。

気
海
観
瀾
（
き
か
い
か

ん
ら
ん

）
青
地
林
宗
（
青
地
盈
・
芳
滸
）
作
。
篠
田
忠
元
（
順
）
校
。
文
政
8
年
（1

8
2
5

）
12
月
、
著
者
凡
例
。
文
政
10

年
7
月
、
桂
川
甫
賢
（
国
寧
・
桂
嶼
・
清
遠
）
序
・
刊
。
芳
滸
園
（
著
者
）
蔵
板
。
［
江
戸
］
和
泉
屋
吉
兵
衛
（
名
山
閣
）
売
出
。
／
日

本
で
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
本
格
的
な
物
理
学
・
気
象
学
書
。
著
者
が
翻
訳
し
た
蘭
書
『
格
物
綜
凡
』
（J

.
B
u
y
s
,
N
a
t
u
u
r
k
u
n
d
i
g
 

S
c
o
o
l
b
o
e
k

（
物
理
学
教
科
書
）
』
（1

7
9
8

）
か
ら
「
気
性
」
関
連
を
抜
粋
・
編
集
。
体
性
、
引
力
、
気
重
、
窒
気
、
燃
気
、
光
、
色
、
音
、

風
、
越
列
吉
的
爾
（
エ
レ
キ
テ
ル
）
質
、
気
化
、
虹
、
暈
、
潮
汐
な
ど
全
40
項
目
。

慈
石
論
（
じ
し
ゃ

く
ろ
ん

）
石
井
磯
岳
（
光
致
・
磯
岳
亭
）
作
。
文
政
10
年
（1

8
2
7

）
10
月
作
・
刊
。
著
者
蔵
板
。
［
江
戸
］
千
鐘
房
（
須
原
屋

茂
兵
衛
）
売
出
。
／
中
国
の
文
献
等
に
よ
り
な
が
ら
磁
石
に
関
す
る
知
見
や
故
事
を
ま
と
め
、
そ
の
起
原
を
考
察
し
た
、
磁
石
に
関
す

る
本
邦
最
初
の
文
献
。
鉄
と
相
性
が
良
い
磁
石
が
太
陽
が
盛
ん
な
南
方
を
向
く
と
い
う
原
理
を
応
用
し
た
方
位
磁
針
等
。

■
第
63
巻
【
食
養
生
】（
収
録
2
点
）

摂
生
談
（
せ
っ
せ

い
だ
ん

）
近
藤
隆
昌
（
近
藤
明
・
泉
海
・
文
渓
）
作
。
文
化
12
年
（1

8
1
5

）
10
月
序
。
同
年
月
、
近
藤
隆
二
凡
例
・

跋
・
刊
。
［
大
阪
］
聞
喜
堂
ほ
か
蔵
板
。
本
書
以
前
の
数
多
く
の
養
生
書
の
中
か
ら
「
食
療
（
食
養
生
）
」
に
関
す
る
事

柄
を
選
ん
だ
も
の
。
全
二
巻
、
本
文
全
て
仮
名
交
じ
り
文
。
「
進
養
生
説
三
章
」
「
脾
胃
調
養
法
十
八
条
」
。

食
療
正
要
（
し
ょ
く
り
ょ

う
せ
い
よ
う

）
松
岡
玄
達
（
恕
庵･

成
章
・
怡
顔
斎
）
作
。
松
岡
典
（
定
庵
・
子
勅
）
校
。
明
和
5
年
（1768

）

3
月
、
滕
惟
寅
（
浅
井
図
南
）
序
。
明
和
6
年
1
月
、
中
山
玄
亨
（
蘭
渚
）
跋
。
明
和
6
年
9
月
刊
。［
大
阪
］
柳
原
喜

兵
衛
ほ
か
板
。
／
食
養
生
（
食
療
）
を
説
い
た
医
学
書
。
全
13
部434

項
の
食
品
に
つ
い
て
異
名
、外
見
そ
の
他
の
特
徴
、

気
味
（
味
覚
や
毒
性
の
有
無
）、
主
治
（
効
能
）、
禁
忌
な
ど
を
詳
し
く
記
す
。

■
第
64
巻
【
料
理
・
近
代
家
政
】（
収
録
4
点
）

西
洋
衣
食
住
（
せ
い
よ
う
い

し
ょ
く
じ
ゅ
う

）（
2
種
）　

片
山
淳
之
介
（
福
沢
諭
吉
）
作
・
序
。
慶
応
3
年
（1

8
6
7

）
12
月
序
・
刊
。

［
江
戸
］
慶
應
義
塾
板
。
／
図
解
で
紹
介
（
三
部
構
成
）
。
「
衣
之
部
」
は
、
多
く
が
男
性
用
衣
服
で
、
用
途
・

形
状
・
素
材
、
ま
た
着
用
・
装
飾
の
心
得
等
に
も
言
及
。
「
食
之
部
」
は
、
最
小
限
の
食
事
マ
ナ
ー
や
饗
応
時

の
酒
に
つ
い
て
も
触
れ
る
。
「
住
之
部
」
は
、
西
洋
人
の
身
嗜
み
や
、
室
内
の
土
足
や
ベ
ッ
ド
で
の
就
寝
な
ど

日
本
と
は
異
な
る
生
活
習
慣
に
つ
い
て
述
べ
、
末
尾
に
、
十
二
時
法
と
西
洋
時
計
の
見
方
を
説
明
。

万
宝
玉
手
箱
（
初
篇
）（
ば
ん
ぽ
う
た

ま
て
ば
こ

）
杉
田
成
卿
（
杉
田
信
・
梅
里
）
編
訳
・
序
。
安
政
5
年
1
月
自
序
。
安

政
5
年
2
月
作
・
刊
。
［
江
戸
］
天
真
楼
蔵
板
。
［
江
戸
］
山
城
屋
佐
兵
衛
ほ
か
売
出
。
／
海
外
の
著
作
の
中
か

ら
生
活
に
役
立
つ
「
簡
便
利
用
の
方
法
」
を
集
め
、
雑
多
な
備
忘
録
を
加
え
た
。
西
洋
の
科
学
的
知
識
を
活
用

し
た
生
活
上
の
工
夫
が
目
立
つ
。

〈
日
用
助
食
〉
竃
の
賑
ひ
（
竃
賑
）（
に
ち
よ
う
じ
ょ
し
ょ
く

-

か
ま
ど
の
に
ぎ
わ
い

）
大
蔵
永
常
編
。
江
戸
後
期
刊
。［
江
戸
］
石
井
佐
太

郎
ほ
か
板
。
／
主
と
し
て
都
会
で
そ
の
日
暮
ら
し
を
す
る
人
々
に
対
し
て
、
飢
饉
時
の
救
荒
食
、
特
に
米
や
雑

穀
や
野
菜
を
混
ぜ
た
「
か
て
飯
」
を
主
と
す
る
救
荒
食
の
作
り
方
や
効
能
そ
の
他
の
関
連
知
識
を
紹
介
し
た
書
。

〈
料
理
調
菜
〉
四
季
献
立
集
（
り
ょ
う
り
ち
ょ
う
さ
い-

し
き
こ
ん
だ
て
し
ゅ
う

）
秋
山
子
編･

序
。
天
保
7
年
4
月
序･

刊
。［
名
古
屋
］
永

楽
屋
東
四
郎
ほ
か
板
。
／
初
心
者
に
も
分
か
り
や
す
く
四
季
料
理
の
献
立
と
調
理
法
を
解
説
し
た
料
理
書
。
二
汁
五
菜
、
鱠
之
部
、
酢

之
部
、
四
季
附
込
之
部
、
平
之
部
、
四
季
鉢
肴
、
丼
物
之
部
な
ど
、
調
理
法
や
諸
注
意
を
箇
条
書
き
で
簡
潔
に
記
す
。

■
第
65
巻
【
絵
画（
入
門
書
）】（
収
録
1
点
）

画
筌
（
が
せ
ん

）
林
守
篤
（
魯
軒
）
編
・
序
。
正
徳

2
年
1
月
自
序
。
享
保
6
年
7
月
、平
住
専
安
序
。

享
保
6
年
6
月
刊
。［
大
阪
］
河
内
屋
吉
兵
衛
ほ

か
板
。
／
絵
画
入
門
書
。
狩
野
派
秘
伝
の
暴
露

本
と
な
っ
た
が
、
絵
を
独
学
し
よ
う
と
す
る
者

に
は
、
理
論
と
実
技
の
解
説
、
図
様
の
実
例
な

ど
が
懇
切
に
用
意
さ
れ
た
便
利
な
ハ
ウ
・
ツ
ー

本
と
し
て
、
大
い
に
歓
迎
さ
れ
、
版
を
重
ね
た
。

全５巻（第61～65巻）
＊２０１８年６月刊

収録内容紹介

金
魚
養
玩
草（
61
巻
）

厩馬新論（61巻）
百千鳥（61巻）

舎
密
局
必
携（
62
巻
）

硝石製造辨（62巻）

慈
石
論（
62
巻
）

〈第２期〉第１回配本図版は第１回配本収録資料より
江戸時代庶民文庫

四
季
献
立
集（
64
巻
）

画筌（65巻）

食療正要（63巻）

摂生談（63巻）

西洋衣食住（64巻）

＊ご希望の巻を選んで
　お求めになれます！

＊各巻
分売可


